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平 成 23年 第 １ 回

三重県議会定例会会議録

第 ８ 号

○平成23年３月14日（月曜日）

□開会に先立ち、三谷哲央議長は、次の見舞いの言葉を述べた。

○議長（三谷哲央） 開議に先立ち、申し上げます。

去る３月11日に発生いたしました東北地方太平洋沖地震による被害は日に

日に深刻さを増しており、未曾有の大震災であることが明らかとなりました。

ここに、犠牲となられました多くの皆様に謹んで哀悼の意を表しますとと

もに、被災されました皆様には心よりお見舞いを申し上げます。

また、本県におきましても、この地震の津波により大きな漁業被害等が生

じております。県内で被災されました方々に対しましても、重ねてお見舞い

を申し上げます。

詳細につきましては後刻当局から説明を受けることといたしますが、迅速

な実態把握に努め、救援策を講じていく必要があるものと考えております。

議事日程（第８号）

平成23年３月14日（月）午前10時開議

第１ 議案第77号及び議案第78号

〔提案説明、質疑、委員会付託〕

会 議 に 付 し た 事 件

日程第１ 議案第77号及び議案第78号



－500－

会議に出欠席の議員氏名

出席議員 48名

１ 番 長 田 隆 尚

２ 番 津 村 衛

３ 番 森 野 真 治

４ 番 水 谷 正 美

５ 番 杉 本 熊 野

６ 番 村 林 聡

７ 番 小 林 正 人

８ 番 奥 野 英 介

９ 番 中 川 康 洋

10 番 今 井 智 広

11 番 藤 田 宜 三

12 番 後 藤 健 一

13 番 辻 三千宣

14 番 笹 井 健 司

16 番 稲 垣 昭 義

17 番 北 川 裕 之

18 番 服 部 富 男

19 番 末 松 則 子

20 番 中 嶋 年 規

21 番 竹 上 真 人

22 番 青 木 謙 順

23 番 中 森 博 文

24 番 真 弓 俊 郎

25 番 舘 直 人

26 番 日 沖 正 信

27 番 前 田 剛 志



－501－

28 番 藤 田 泰 樹

29 番 田 中 博

30 番 大 野 秀 郎

31 番 前 野 和 美

32 番 水 谷 隆

33 番 野 田 勇喜雄

34 番 岩 田 隆 嘉

35 番 貝 増 吉 郎

36 番 山 本 勝

37 番 森 本 繁 史

38 番 吉 川 実

39 番 舟 橋 裕 幸

40 番 三 谷 哲 央

41 番 中 村 進 一

43 番 西 塚 宗 郎

44 番 萩 野 虔 一

45 番 永 田 正 巳

46 番 山 本 教 和

47 番 西 場 信 行

48 番 中 川 正 美

49 番 萩 原 量 吉

50 番 藤 田 正 美

欠席議員 １名

15 番 中 村 勝
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職務のため出席した事務局職員の職氏名

事務局長 大 森 秀 俊

書 記（事務局次長） 高 沖 秀 宣

書 記（議事課長） 原 田 孝 夫

書 記（企画法務課長） 永 田 慎 吾

書 記（議事課副課長） 米 田 昌 司

書 記（議事課主幹） 加 藤 元

書 記（議事課主査） 平 井 靖 士

会議に出席した説明員の職氏名

知 事 野 呂 昭 彦

副 知 事 安 田 敏 春

副 知 事 江 畑 賢 治

総 務 部 長 植 田 隆

農水商工部長 渡 邉 信一郎

午前10時１分開議

開 議

○議長（三谷哲央） 本日は休会の日でありますが、議事の都合により、会議

規則第６条第４項の規定に基づき、特に会議を開きます。

諸 報 告

○議長（三谷哲央） 日程に入るに先立ち、報告いたします。

議案第77号及び議案第78号が提出されましたので、さきに配付いたしまし

た。

次に、説明のための出席要求につきましては、お手元に配付の名簿のとお

り出席を求めました。
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以上で報告を終わります。

追 加 提 出 議 案 件 名

議案第77号 平成22年度三重県一般会計補正予算（第14号）

議案第78号 平成23年度三重県一般会計補正予算（第２号）

追 加 議 案 の 上 程

○議長（三谷哲央） 日程第１、議案第77号及び議案第78号を一括して議題と

いたします。

提 案 説 明

○議長（三谷哲央） 提出者の説明を求めます。

〔野呂昭彦知事登壇〕

○知事（野呂昭彦） 議案の説明に先立ちまして、まず、３月11日に発生した

東北地方太平洋沖地震は国内観測史上最大となるマグニチュード9.0を記録

し、東北地方及び関東地方を中心に全国各地で甚大な被害の発生が報告され

ています。

また、本県でも相当大きな被害が出ており、今後詳細な調査を行い、被害

状況の把握に努めてまいります。この地震により尊い命をなくされた多くの

皆様に深く哀悼の意を表しますとともに、被災された皆様には心からお見舞

い申し上げます。県といたしましても、引き続き被災地に対する国からの応

援・支援要請等や本県での被害対策に的確に対応するため、本日、三重県東

北地方太平洋沖地震支援本部を設置したところです。

続きまして、本県において２例目となる、南伊勢町の高病原性鳥インフル

エンザについては、３月６日に埋却処分及び清掃、消毒を終え、防疫措置を

完了いたしました。発生以来、住民の皆様をはじめ、自衛隊や国、地元自治

体など、関係者の皆様には多大の御理解、御協力をいただき、深く感謝申し

上げます。
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それでは、ただいま上程されました議案について、その概要を説明いたし

ます。

議案第77号の平成22年度三重県一般会計補正予算（第14号）は、本年度、

全国的にも最大規模となった南伊勢町における高病原性鳥インフルエンザの

発生に伴う緊急防疫対策経費とともに、同規模の発生に備えるため17億2323

万4000円を、また、議案第78号の平成23年度三重県一般会計補正予算（第２

号）は、今回の発生を受け想定規模を見直したことから、６億3222万7000円

をそれぞれ補正予算として追加計上するものです。なお、これらの補正予算

に必要な財源は、合わせて、国庫支出金６億9954万6000円、財政調整基金繰

入金16億5591万5000円を計上しています。

また、これらの歳入歳出予算のほか、繰越明許費を提出しています。

なお、高病原性鳥インフルエンザをはじめとする家畜伝染病対策について

は、引き続き万全を期すこととしておりますので、県議会をはじめ、県民の

皆様の御理解と御協力をお願い申し上げます。

以上をもちまして、提案の説明を終わります。

何とぞよろしく御審議いただきますよう、お願い申し上げます。

○議長（三谷哲央） 以上で提出者の説明を終わります。

休 憩

○議長（三谷哲央） 全員協議会開催のため、暫時休憩いたします。

午前10時６分休憩

午前11時27分開議

開 議

○議長（三谷哲央） 休憩前に引き続き会議を開きます。

議案第77号及び議案第78号の審議を継続いたします。

本件に関する質疑の通告は受けておりません。
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議 案 付 託

○議長（三谷哲央） お諮りいたします。本件はお手元に配付の議案付託表の

とおり、予算決算常任委員会に付託いたしたいと存じますが、御異議ありま

せんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（三谷哲央） 御異議なしと認めます。よって、本件は予算決算常任委

員会に付託することに決定いたしました。

議 案 付 託 表

予算決算常任委員会

議案番号 件 名

７７ 平成２２年度三重県一般会計補正予算（第１４号）

７８ 平成２３年度三重県一般会計補正予算（第２号）

○議長（三谷哲央） これをもって本日の日程は終了いたしました。

休 会

○議長（三谷哲央） お諮りいたします。明15日は休会といたしたいと存じま

すが、御異議ありませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（三谷哲央） 御異議なしと認め、明15日は休会とすることに決定いた

しました。

３月16日は、定刻より本会議を開きます。
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散 会

○議長（三谷哲央） 本日はこれをもって散会いたします。

午前11時28分散会


